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教 室 紹 介 

   当教室には、 

角膜、緑内障、網膜硝子体、アレルギー、コンタクトレンズ、涙道、ロービジ 

ョン、神経、斜視とあらゆる眼疾患 

に関する専門医が在籍し、各グループには海外留学の経験を持つエキスパートを揃え、わが国において、 

眼科領域の臨床、研究機関として高い評価を受けています。 

   臨床研修と同時に、研究活動への参加を希望される場合には、社会人大学院に入学していただき、 

研究課題に応じて、教室スタッフの指導のもと臨床研修と同時に研究を進めていただきます。研究課題、 

研修スケジュールについては、研修総括責任者と相談の上、決まります。社会人大学院へは、専門医を受 

験するまでのいずれの時期にでも入学ができます。 

 

臨床実績 

 1．外来初診患者数 

  板橋病院 約 4500 人/ 年 

  日本大学病院 約 5400 人/ 年 

  

 2．年間手術件数 

  板橋病院 約 2400 件 

  日本大学病院 約 2200 件 

（手術風景） 

専門医コースプログラム 

（日大眼科キャリアアッププログラム） 

   本プログラムは、日本眼科学会専門医を標榜する眼科医を目指す皆さんに、眼科専門医受験資格の 

取得はもちろんのこと、優れた技量と豊かな人間性を兼ね備えた眼科臨床医を育成することを目的として 

います。 

視覚科学系眼科学分野 

あらゆる眼科疾患に関するエキスパートがそろっており 

幅広い分野で臨床経験が積めます 

板橋病院： 角膜、緑内障、網膜硝子体、アレルギー、コンタクトレンズ、涙道、ロービジ 

ョン、神経、斜視の各専門外来を開設、眼科全分野の手術 

日本大学病院：加齢黄斑変性に対する先進的治療、全国有数の網膜硝子体手術件数 

２附属病院を基幹として、眼科の全分野を網羅した研修が可能 
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勤務実態と待遇 
  本プログラムに参加される皆さんは、日本大学医学部眼科学教室の教室員であるとともに、附属病 

院では専修医、関連病院では常勤の医師として採用されます。基礎期の期間は、上級専修医とチームを作り、 

マンツーマンで基本的な検査・診断・治療について直接指導を受けます。練成期は、患者受け持ち医として、

関連病院では、検査・診断・治療を各自の判断で行えるようになるように指導責任者から指導を受けます。 

習熟期は、附属病院または関連病院において、外来診療および各種手術の術者として多数の症例を経験する

と同時に、学会報告や論文作成を行います。 

  本プログラムは４年間にわたり継続して研修を行うことが前提ですが、出産、育児などで研修が中断 

した場合には、復帰後に研修を継続することが可能です。 

  給与・勤務時間・当直・有給休暇については各々の参加施設の勤務規定によります。また、附属病院 

での研修中は週１～２回の外勤があり、研修期間中の生活に支障がないよう十分に配慮されています。 

定員
日本大学医学部附属板橋病院 3名＋α 

指導医
 附属病院と関連病院に眼科指導医 10 名と眼科専門医 25 名が在籍し、指導医として研修医の指導にあた 

っています。 

研修施設
基幹施設 

 日本大学医学部附属板橋病院 

プログラム参加施設 

日本大学病院 

春日部市立医療センター 

小川赤十字病院 

東松山市立市民病院 

 JA 神奈川県厚生連 相模原協同病院 

海外留学
アメリカ：Harvard 大学、Miami 大学、

Southern California 大学、 

Pittsburg 大学、Johns Hopkins 大学、 

New York 眼耳病院、Tufts 大学 

カナダ：British Columbia 大学

オランダ：Nijmgen 大学

ベルギー：Gent 大学 

（日本眼科症例検討会終了後集合写真） 

（研究室） 



- 3 - 
 

ドイツ：ケルン大学・リューベック大学 など 

 

  

日本大学 

医学部附属 

板橋病院 

スタートコース 

日本大学病院 

スタートコース 

1 年目 

日本大学医学部附属 
板橋病院 

臨床        研究 

基本的眼科検査手技の習得       症例報告、論文作成 

外眼手術・レーザー手術の習得 

内眼手術の助手 

白内障手術の豚眼での手技の習得 

2～4 年目 日本大学医学部附属板橋病院 

または専門研修連携施設 

臨床         研究 

眼科外来診療の習得        症例報告、論文作成 

外眼手術・レーザー手術の習得         

緑内障・網膜硝子体・眼窩付属器手術の助手 

白内障手術の手技の習得・執刀 

6 か月～1 年 

日本大学病院と東京女子医科大学糖尿病眼科スタートコースではそれぞれで研修開始後に板橋病院（基

幹施設）で 1 年間の研修が必須である。板橋病院スタートコースでは 2 年目以後に日本大学病院を含めた

専門研修連携施設で研修を行うことが可能である。 

専門研修プログラムのイメージ 
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問い合わせ先 

 

 

教室の定例行事 

スケジュール 

４月 新入医局員歓迎会 １０月  

５月  １１月  

６月  １２月 日大眼科忘年会 

７月 医局説明会 １月  

８月  ２月 日大眼科同窓会総会 

９月 日大眼科症例検討会 ３月 日大眼科症例検討会 

 

 

 

 

 

 

   

 

（医局会）                  （歓送迎会） 

週間スケジュール（板橋病院） 

スケジュール 

月曜日 病棟回診 

木曜日 病棟回診 

第 2・第 4 木曜日 医局会、抄読会、症例カンファランス、術前カンファランス 

週間スケジュール（日本大学病院） 

スケジュール 

月曜日 病棟回診 

火曜日 医局会，抄読会 

木曜日 病棟回診 

金曜日 スライドカンファランス 

 

 

 

 

 

 

日本大学医学部視覚科学系眼科学分野 医局長 林 孝彦 

住所：173－8610 東京都板橋区大谷口上町 30－1 

TEL ：03－3972－8111（内線 2531） 

FAX：03－5995－3495 

E-mail：hayashi.takahiko@nihon-u.ac.jp ホームページ：https://nichidai-eye.com/ 

 


